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「
神
話
か
ら
歴
史
へ
」
の
道
筋

　
日
本
の
歴
史
学
界
も
、
戦
後
六
十
数
年
間
に
大
き
な
変
化
を
と
げ
て

き
た
。
た
と
え
ば
、
中
央
公
論
社
が
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
か
ら

出
し
た
「
日
本
の
歴
史
」
全
三
十
巻
は
、
著
者
の
多
く
が
戦
後
流
行
の

唯
物
史
観
と
距
離
を
置
き
（
た
ゞ
一
部
に
例
外
あ
り
）、
歴
史
と
人
物

の
動
き
を
活
写
し
て
、
空
前
の
ベ
ス
ト
・
セ
ラ
ー
ズ
に
な
っ
た
。

　
あ
れ
か
ら
半
世
紀
近
く
経
っ
た
昨
秋
、
講
談
社
が
「
天
皇
の
歴
史
」

全
十
巻
を
出
し
始
め
た
。
各
時
代
の
天
皇
（
朝
廷
）
を
軸
に
据
え
て
日

本
全
史
を
描
く
、
と
い
う
画
期
的
な
試
み
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
〝
天
皇

制
打
倒
〟
を
意
図
し
た
よ
う
な
論
調
の
盛
ん
だ
っ
た
往
時
に
は
、
夢
想

も
で
き
な
い
企
画
と
し
て
、
注
目
に
値
す
る
。

　
と
は
い
え
、
学
界
も
論
壇
も
、
本
当
に
変
化
・
発
展
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、
前
記
「
日
本
の
歴
史
」
第
一
巻
は
、
井
上
光
貞

東
大
教
授
著
「
神
話
か
ら
歴
史
へ
」
と
い
う
魅
力
的
な
タ
イ
ト
ル
で

あ
っ
た
が
、
今
回
「
天
皇
の
歴
史
」
第
一
巻
も
、
大
津
透
東
大
教
授
著

で
全
く
同
じ
タ
イ
ト
ル
と
な
っ
て
い
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
中
味
に
は
、
近
年
の
考
古
学
や
古
代
史
学
の
多
様

な
成
果
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
大
津
氏
は
「
大
化
前
代
」
を
従
来
の

研
究
者
よ
り
評
価
し
て
、「
天
皇
」
号
の
成
立
も
、
天
武
天
皇
朝
で
な

く
推
古
天
皇
朝
と
認
め
て
お
ら
れ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
初
期
の
皇
統
譜
に
は
否
定
的
で
、『
古
事
記
』
等

の
崩
年
干
支
を
「
後
世
の
推
し
あ
て
」
と
み
な
し
、「
七
世
紀
前
半
の

推
古
朝
に
お
い
て
、
神
武
即
位
・
建
国
年
次
が
決
め
ら
れ
」「
欠
史
八

代
は
、
の
ち
に
追
加
さ
れ
た
天
皇
で
あ
る
」「
た
と
え
崇
神
を
実
在
の

天
皇
だ
と
し
て
も
、
そ
こ
か
ら
応
神
へ
い
た
る
系
譜
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

修
正
・
潤
色
が
加
え
ら
れ
た
」
の
だ
か
ら
、
結
局
「
応
神
天
皇
以
降
の

『
帝
紀
』
す
な
わ
ち
皇
統
譜
は
一
定
の
史
実
に
も
と
づ
い
て
い
る
」
と

い
う
井
上
博
士
説
の
域
を
殆
ど
出
て
い
な
い
。

　
け
れ
ど
も
、
昨
秋
本
会
の
学
術
大
会
で
見
学
・
討
議
し
た
、
三
世
紀

前
半
と
推
定
さ
れ
る
纏
向
遺
跡
の
遺
構
が
、
記
紀
の
伝
え
る
「
師
木
水

垣
宮
」「
磯
城
瑞
籬
宮
」
な
ら
ば
、
崇
神
天
皇
（
崩
年
戊
寅
＝
二
五
八

年
）
と
大
体
符
合
す
る
こ
と
の
史
的
意
義
を
、
よ
り
積
極
的
に
論
じ
て

ほ
し
い
。
大
津
氏
も
「
大
和
政
権
─
律
令
国
家
の
本
拠
地
が
‥
‥
一
貫

し
て
ヤ
マ
ト
で
あ
っ
た
」
と
み
な
す
和
田
萃
氏
説
を
引
き
、「
ヤ
マ
ト

の
地
名
は
‥
‥
三
輪
山
の
ふ
も
と
を
中
心
と
す
る
地
を
さ
す
」
と
認
め

な
が
ら
、
崇
神
天
皇
と
の
関
係
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

　
こ
の
点
、
た
と
え
ば
、
か
つ
て
大
化
改
新
否
定
論
を
唱
え
て
い
た
原

秀
三
郎
氏
は
、
田
中
卓
氏
説
を
活
用
し
、
荒
木
俊
馬
氏
説
（
昭
和
二
十

八
年
刊
『
天
文
年
代
学
講
話
』）
も
援
用
し
て
、「
神
武
東
征
と
い
う
の

は
西
暦
紀
元
元
年
前
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
」（
平
成
十
六
年
刊
『
日

本
古
代
国
家
の
起
源
と
邪
馬
台
国
』）
と
ま
で
明
言
さ
れ
る
。
ま
た
、

日
本
を
離
れ
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
研
究
を
続
け
た
角
林
文
雄
氏
は
、

同
十
七
年
刊
『
日
本
国
誕
生
の
風
景
─
神
武
・
崇
神
・
タ
ケ
ル
伝
─
』

（
塙
選
書
）
の
寄
贈
添
状
に
「
国
の
始
ま
り
と
い
え
ば
‥
‥
神
武
が
建

国
し
た
と
す
る
以
外
に
説
明
で
き
な
い
」
と
書
い
て
お
ら
れ
る
。

　
し
か
も
、
田
中
博
士
は
既
に
半
世
紀
以
上
前
か
ら
、
記
紀
の
伝
え
る

高
天
原
よ
り
葦
原
中
国
へ
の
数
次
に
わ
た
る
降
臨
神
話
を
、
九
州
の
勢

力
が
何
度
も
東
進
を
試
み
た
史
実
の
反
映
と
解
し
、
最
後
に
成
功
さ
れ

た
の
が
神
武
天
皇
の
東
征
・
即
位
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
十
数
代
か
け
て

国
内
統
一
が
進
展
し
た
、
と
説
い
て
お
ら
れ
る
（
著
作
集
１
・
２
、
同

別
巻
『
私
の
古
代
史
像
』
等
、
国
書
刊
行
会
）。
こ
れ
こ
そ
、
ま
さ
に

「
神
話
か
ら
歴
史
へ
」
の
道
筋
を
立
証
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
更
め
て

広
く
精
読
さ
れ
深
く
検
討
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。〔
所
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